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対象構造物
建築構造物、土木構造物、港湾構造物、斜面、崖等の自然構造 

項 目
構造物の変状（変位、ひずみ、振動等）の検知 

変状の推移の検知 

使 用 機 器
OSMOS システム、IoT センサ 

使 用 実 績
道路橋橋梁の変状モニタリング、トンネル、ダム堤体等のモニタリング 

自然災害発生後の被災構造物の安全性監視、斜面、落石のモニタリング 

【構造物のモニタリングに特化した IoT モニタリングシステム】

自立的に作動する光ファイバーセンサと傾斜計によって計測したデータをインターネット経由

でクラウドサーバーに送信し、構造物の変状を遠隔で監視するモニタリングシステム。

【特長】

① センサとデータ収集装置、通信装置、バッテリーが一体型となった専用の IoT センサにより、

構造物の挙動を遠隔監視するパッケージとしてシステムが構築されている。設置直後から計

測・記録が可能となる『機動性』が特徴。

②『動的な計測』によって、リアルタイムにアラートを発信することが可能。また、インターバ

ル計測では実現できなかった、橋梁など活荷重の影響を大きく受ける構造物の動的モニタリン

グが可能。静的なデータは、１時間毎の値をサーバーにアップロードするので、膨大なデータ

処理を必要とせず、効率的なモニタリングを実現する。

② インターネット接続環境があれば、専用のサーバーにアクセスし、ユーザーの自由なタイミン

グで計測データの閲覧、データのダウンロードが可能である。さらにクラウド上に集積したデ

ータを活用し評価を行うことも可能である。システム構成を下図に示す。



一般社団法人 日本構造物診断技術協会

【IoT センサ設置事例】 

IoT センサの設置事例

IoT センサを道路橋床版下面に設置した事例

参考文献 (発表論文 )
岸徳光ら、光ファイバ技術と IoT 技術を併用した長大橋の維持管理に向けた一

検討、土木学会、北海道支部 2022 年 1 月 等

特 許 取 得 ・有  ・無  ・出願中 資料作成日 2022 年 4 月


